
　2018年12月1日に施行された政令
143号により、外国人労働者の社会保
険 加 入 が義 務 化された。当 然 日 本 人
ビジネスマンも含まれるわけだが、そ
もそもベトナムの「社会保険」とは何
か？
　それは病気の時の「疾病給付金」、
妊娠や出産時の「妊娠・出産給付金」、
労 働 中 に怪 我 をした場 合の「労 働 災
害・職業病給付金」、定年退職した後
の「退 職 年 金」、本 人 が死 亡した後の     

「遺族給付金」の5つを意味する（表１
参照）。
　知らない人がいるかもしれないが、
外 国 人 労 働 者 は 既 に「 健 康 保 険 」に
加 入しており、その対 象 は 3ヶ月 以 上
の労働契約があること。上記の「疾病
手当」とは別の扱いとなる。
　た だ、怪 我や病 気 をした 場 合 に ほ
とんどの 日 本 人 は 、日 系 を含 めた 外
資 系の病 院やクリニックに行く。そこ
では 海 外 旅 行 者 保 険 などを使 用し、

ベトナムの健康保険は使っていない。
な ぜ なら、健 康 保 険 が 使えるの は ロ
ーカルの病院に限られており、日本語
がまず通じないこれらの 病 院 に行く
人も極端に少ないからだ。
　 長 島・大 野・常 松 法 律 事 務 所 ホ ー
チミン市オフィスの代表を務 める、中
川幹久弁護士はこう語る。

「 社 会 保 険 にしてもその 給 付 額 は 日
本と比べて限定的になります。その実

際についてはこれから徐 々に例 が出
てくるでしょう」
　大切なのは社会保険の運用が2段
階であること。2 0 1 8 年 1 2 月 1 日 から
は「疾病」、「妊娠・出産」、「労災」が義
務付けられ、「年金」と「遺族給付」は
2022年1月1日からの加入となる。こ
れにより、各 段 階での雇 用 者（企 業）
と被雇用者（従業員）での負担率が違
ってくる（表2参照）。

知らないの？社会保険の加入義務が始まった
ベトナム社会保険

昨年12月1日より、外国人労働者の社会保険加入義務化が始まった。初めてのこ
とに戸惑う日系企業や日本人も多いはずだ。そのポイントと今後を、長島・大野・
常松法律事務所の弁護士に解説してもらう。

2段階で運用がスタート
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